
◎
大
蔵
委
員
会

回
　
数

年
　
月
　
日

　
　
　
（
曜
日
）

議
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

1

平
成
５
年
1
0
月
2
8
日

　
　
　
　
　
　
（
木
）

理
事
の
補
欠
選
任
を
行
っ
た
。

租
税
及
び
金
融
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の
物
品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案
の
草
案
に
つ
い
て
提
案
者
須
藤
良
太
郎
君

か
ら
説
明
を
聴
い
た
後
、
委
員
会
提
出
の
法
律
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

２

平
成
５
年
1
2
月
1
4
日

　
　
　
　
　
　
（
火
）

平
成
五
年
度
に
お
け
る
国
債
整
理
基
金
に
充
て
る
べ
き
資
金
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
六

号
）
（
衆
議
院
送
付
）

農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に
お
け
る
平
成
五
年
度
の
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
七
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
両
案
に
つ
い
て
藤
井
大
蔵
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
い
た
後
、
同
大
臣
及
び
政
府
委
員
に
対
し
質
疑
を
行

　

　
い
、
質
疑
を
終
局
し
た
。
　

3

平
成
５
年
1
2
月
1
5
日

　
　
　
　
　
　
（
水
）

平
成
五
年
度
に
お
け
る
国
債
整
理
基
金
に
充
て
る
べ
き
資
金
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
六

号
）
（
衆
議
院
送
付
）

農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に
お
け
る
平
成
五
年
度
の
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
七
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
両
案
に
つ
い
て
討
論
の
後
、
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。



閣
法
第
一
六
号

賛
成
会
派
　
自
、
社
、
公
、
連
新
、
民
、
二
院
　
　
反
対
会
派　
　

共

欠
席
会
派
　
　
な
　
し

閣
法
第
一
七
号

賛
成
会
派
　
自
、
社
、
公
、
連
新
、
民
、
二
院
　
　
反
対
会
派
　　

共

欠
席
会
派
　
な
し

４

平
成
６
年
１
月
2
7
日

　
　
　
　
　
　
（
木
）

理
事
の
補
欠
選
任
を
行
っ
た
。

請
願
第
九
五
号
外
六
九
件
を
審
査
し
た
。



○
内
閣
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
出
月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
考

委
員
会

付
　
託

委
員
会

議
　
決

本
会
議

議
　
決

委
員
会

付
　
託

委
員
会

議
　
決

本
会
議

議
　
決

1
6

 

平
成
五
年
度
に
お
け
る
国
債

整
理
基
金
に
充
て
る
べ
き
資

金
の
繰
入
れ
の
特
例
に
関
す

る
法
律
案

衆

五
、
一
一
、
三
〇

五
、一一

、
三
〇

　
　
　
（
予
）

五
、
一
二
、
一
五

可
　
　
決

五
、一二
、
一
五

可
　
　
決

五
、
一
一
、
三
〇

五
、
一
二
、
八

可
　
　
決

五
、
一
二
、
　
八

可
　
決

1
7

 

農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の

農
業
勘
定
に
お
け
る
平
成
五
年

度
の
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の

不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
案

"

一
一
、
三
〇

一
一
、
三
〇

　
　
（
予
）

一
二
、
一
五

可
　
決

一
二
、
一
五

可
　
決

一
一
、
三
〇

一
二
、
八

可
　
決

一
二
、
八

可
　
決

○
本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番号

件
　
　
　
　
名

提
出
者

　
（
月
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
　
へ

提
出

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　　

決

本
会
議

議
　
決

委
員
会

付
　
託

委
員
会

議
　
決

本
会
議

議
　
決

１

民
間
海
外
援
助

事
業
の
推
進
の

た
め
の
物
品
の

譲
与
に
関
す
る

法
律
案

大
蔵
委
員
長

　
（
五
、

　
一
〇
、
二
八
）

五
、
一
〇
、
二
八

五
、
一
〇
、
二
九

五
、
一
〇
、
二
九

可
　
決

五
、
一
〇
、
二
八

　
　
（
予
）

五
、
一
一
、
二

可
　
決

五
、
一
一
　
二

可
　
決



番号

件
　
　
　
　
名

提
出
者

　　

（
月
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
　
へ

提
出

参
　
　
議
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備　

考

委
員
会

付
　
託

委
員
会

議
　
決

本
会
議

議　
　

決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
決

本
会
議

議
　
決

5

法
人
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る

法
律
案

橋
本
敦
君

　
（
五
、

　
一
一
、
一
八
）

五
、
一
一
、
二
二

五
、
　
一
一
、
二
六

未
　
　
　
　
了

五
、
一
一
、
二
六

参
本
会
議

趣
旨
説
明



平
成
五
年
度
に
お
け
る
国
債
整
理
基
金
に
充
て
る
べ
き
資
金
の
繰
入
れ

の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
六
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
平
成
五
年
度
に
お
け
る
厳
し
い
税
収
動
向
等
に
か
ん
が

み
、
次
の
よ
う
な
特
例
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
国
債
の
元
本
償
還
に
充
て
る
べ
き
資
金
と
し
て
は
、
前
年
度
首
国
債
総

　
額
の
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
、
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り

　
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
こ
の
規
定
を

　
適
用
し
な
い
。

二
、
一
の
国
債
総
額
の
計
算
に
際
し
、
割
引
国
債
に
つ
い
て
は
、
発
行
価
格

　
を
額
面
金
額
と
み
な
し
て
い
る
た
め
、
発
行
価
格
差
減
額
（
発
行
価
格
と

　
額
面
と
の
差
額
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
差
減
額
を
償
還
年
限
で
除
し
た
金

　
額
を
、
同
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
度
に

　
お
い
て
は
こ
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

　
　
な
お
、
本
法
律
施
行
に
伴
う
平
成
五
年
度
の
国
債
費
の
修
正
減
少
額
は

　
三
兆
四
百
八
十
七
億
円
で
あ
る
。

　
委
員
長
報
告
　

　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お

け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
国
債
費
繰
り
入
れ
特
例
法
案
は
、
平
成
五
年
度
に
お
け
る
租
税
収

入
の
動
向
等
に
か
ん
が
み
、
同
年
度
に
お
け
る
国
債
の
元
本
償
還
に
充
て
る

べ
き
資
金
の
一
般
会
計
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
定
率
繰
り
入
れ

等
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
停
止
す
る
特
例
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
次
に
、
農
業
共
済
特
別
措
置
法
案
は
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
低
温
等
に

よ
る
稲
作
等
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業
共
済
再
保
険
特

別
会
計
の
農
業
勘
定
に
生
ず
る
同
年
度
の
再
保
険
金
の
支
払
い
財
源
の
不
足

に
対
処
す
る
た
め
、
必
要
な
借
入
れ
等
の
特
別
措
置
を
定
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
平
成
六

年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
定
率
繰
り
入
れ
停
止
の
意
図
の
有
無
、
特
例
公
債

の
六
十
年
償
還
ル
ー
ル
を
短
縮
化
す
る
必
要
性
、
輸
入
米
の
売
買
利
益
を
農

業
共
済
再
保
険
特
会
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
の
妥
当
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
吉
岡
吉
典
委
員
よ
り
両
法
律
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
　
討
論
を
終
わ
り
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も

っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に
お
け
る
平
成
五
年
度
の
再

保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
一
七
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
低
温
等
に
よ
る
水
稲
等
の
被
害
が

甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に

生
ず
る
平
成
五
年
度
の
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

必
要
な
借
入
れ
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
借
入
金

　
　
平
成
五
年
度
の
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
対
し
て
は
、
不
足
額

　
が
多
額
に
上
っ
て
い
る
一
方
、
深
刻
な
財
政
状
況
に
か
ん
が
み
、
農
業
共

　
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に
お
い
て
借
入
金
に
よ
り
対
処
す
る
こ

　
と
と
し
、
こ
れ
に
係
る
債
務
を
弁
済
す
る
た
め
、
新
た
に
借
入
れ
を
行
う

　
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
一
般
会
計
及
び
食
糧
管
理
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

　
１
　
借
入
金
の
利
子
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計

　
　
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
農
業
共
済
再

　
　
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　
２
　
借
入
金
の
償
還
の
財
源
と
し
て
は
、
低
温
等
に
よ
る
水
稲
の
被
害
に

起
因
し
て
緊
急
特
例
的
に
行
う
米
の
輸
入
に
よ
り
食
糧
管
理
特
別
会
計

に
発
生
す
る
一
時
的
な
利
益
を
充
て
る
こ
と
と
し
、
同
特
別
会
計
の
輸

入
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
に
繰

り
入
れ
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
剰
余
金
の
処
理

　
　
一
般
会
計
及
び
食
糧
管
理
特
別
会
計
に
よ
る
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
農

　

家
の
共
済
掛
金
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
後
日
、
農
業
共
済
再
保
険
特

別
会
計
の
農
業
勘
定
に
決
算
上
の
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

平
成
五
年
度
再
保
険
金
の
う
ち
著
し
く
異
常
な
災
害
に
係
る
部
分
に
相
当

す
る
再
保
険
金
の
額
は
、
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
か
ら

繰
り
戻
し
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

前
ペ
ー
ジ
参
照

民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の
物
品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案

　
（
参
第
一
号
）

要
旨
本
法
律
案
は
、
民
間
に
お
け
る
海
外
援
助
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
国
等



の
所
有
に
属
す
る
物
品
の
譲
与
等
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
各
省
各
庁
の
長
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
物
品
に

　
つ
き
、
民
間
海
外
援
助
団
体
か
ら
そ
の
譲
与
を
求
め
る
旨
の
申
出
が
あ
っ

　
た
場
合
に
お
い
て
、
開
発
途
上
に
あ
る
海
外
の
地
域
の
住
民
の
福
祉
の
向

　
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
大
蔵
大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該

　
物
品
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
た
だ
し
、
当
該
譲
与
が
、
宗
教
上
の
団
体
又
は
公
の
支
配
に
属
し
な
い

　
慈
善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛
の
事
業
に
対
し
、
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
場

　
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
、
物
品
の
譲
与
を
受
け
た
民
間
海
外
援
助
団
体
は
、
当
該
物
品
に
係
る
民

　
間
海
外
援
助
事
業
の
実
施
に
関
し
、
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
報
告
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
物
品
の

　
民
間
海
外
援
助
団
体
に
対
す
る
譲
与
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

　
努
め
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
民
間
海
外
援
助
事
業
の
推
進
の
た
め
の
物

品
の
譲
与
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案
の
趣
旨
及
び
そ
の
概
要

を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
昨
二
十
八
日
、
大
蔵
委
員
会
に
お
い
て
全
会
一
致
を
も
っ

て
起
草
、
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
御
承
知
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
経
済
協
力
は
政
府
開
発
援
助
を
初
め
と
し

て
、
民
間
に
よ
る
資
金
援
助
、
物
資
援
助
、
人
材
派
遣
、
研
修
員
の
受
け
入

れ
等
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
民
間
海
外
援
助
団
体
の
活
動
は
、
国
民
参
加
に
よ
る
経
済
協

力
を
推
進
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
開
発
途
上
に
あ
る
海

外
の
地
域
社
会
に
密
着
し
た
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
災
害
あ
る
い

は
食
糧
危
機
等
の
緊
急
事
態
に
対
し
て
も
、
柔
軟
か
つ
迅
速
な
救
援
活
動
を

展
開
す
る
等
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
民
間
の
発
意
に
基
づ
く
海
外
援
助
事
業
の
自

主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
国
等
の
所

有
に
属
す
る
物
品
の
譲
与
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
各
省
各
庁
の
長
は
、
そ
の
事
務

又
は
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
物
品
に
つ
き
、
民
間
海
外
援
助
団
体
か
ら
そ

の
譲
与
を
求
め
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
開
発
途
上
に
あ

る
海
外
の
地
域
に
お
け
る
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
当
該
物
品
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
物



品
の
民
間
海
外
援
助
団
体
に
対
す
る
譲
与
に
関
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
本
法
律
案
の
提
案
の
趣
旨
及
び
そ
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
速
や
か
に
御
賛
成
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。




